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Loss Prevention Circular No. 01-14  

 

 

触媒微粒子によるエンジン損傷の予防 
 

背景 

最近、タンク内に蓄積した触媒微粒子やスラッジが運転中に燃料系統に侵入し、

エンジン故障を引き起こすという事故がいくつか発生しました。硫黄分を抑え

た燃料を使用することを求める国際的な法規制が、燃料中の触媒微粒子の水準

が徐々に高まる原因となっています。低硫黄燃料に含まれる触媒微粒子の現在

の世界的な平均値は 30ppmを超えており、この水準では、燃料タンクと沈殿槽

中に触媒微粒子が沈降し、蓄積する危険性が高まります。また、うねり状態や

荒天時においては、処理能力を超えた濃度の触媒微粒子を含んだ燃料が清浄機

に流入する危険性も高まります。 

 

DNV Petroleum Serviceによると、同社が 2013年中に分析依頼を受けた燃料サン

プルのほとんどが、最新の舶用燃料油規格 ISO 8217:2012ではなく、旧規格の

ISO 8217:2005に対して検査が実施されていたということです。新しい燃料仕様

では、いくつかの項目でこれまでよりも厳しい要件が課されるようになり、触

媒微粒子の最大許容値も 80ppmから 60ppmに引き下げられています。エンジン

故障が起こった場合に予期せぬコストが発生してしまうというリスクを認識な

がらも、大半の運航者が依然として旧規格 ISO 8217:2005規格で検査を実施して

いるのはいささか驚くべきことです。 

 

しかし、ISO 8217などの一般的な舶用燃料油規格に記載されている触媒微粒子

の最大許容値とエンジンメーカーの推奨値（通常 10～15ppm）との間には相違

があります。したがって、エンジン給油口における燃料中の触媒微粒子の水準

を 15ppm以下に抑え、エンジンの主要部品の深刻な損傷を防ぐには、燃料処理

設備を極めて効率的な状態で管理・運転することが重要です。この点について、

ロンドン保険市場の Joint Hull Committee（共同船体委員会）は、触媒微粒子に

よるエンジン損傷の防止方法に関するガイドライン1を発表しています。同委員

会の報告書に盛り込まれた勧告の要約を以下にまとめました。 

 

バンカー燃料の引渡前 

· 新たに購入した燃料を保管するのに十分な空タンクがあることを確認する

こと。 

· 燃料供給港の燃料の品質分析に関する統計データに注意すること。特に分

析機関、各 P&Iクラブおよび海事新聞等で警告が出されている場合は要注

意。 

· 新しい燃料を使用前に検査できるように、船上に十分な燃料を保持するよ

うにすること。燃料の分析結果を取得していない状態で、新しく購入した

燃料を使用しないこと。 

 

用船契約とバンカー契約において合意するアルミニウム＋ケイ素（Al＋Si）の

ppmの値は、60ppm（ISO 8217:2012）以下に抑えるべきです。60ppmを超えて

いると、清浄機では 15ppm以下の水準に効率的に削減することが難しくなりま

す。また、システムに組み込まれた分離器の最大濃度についても契約上の合意

事項として考慮するようにしてください（通常濃度と高濃度）。 

 

                                                 
1
 Joint Hull Committee (2013)「Marine Engine Damage due to Catalytic Fines in Fuel（燃料中の触媒微粒子に

よる船舶エンジンの損傷）」（ロンドン） 
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注：バンカー油が、アルミニウム＋ケイ素の測定値で 60ppm以上の触媒微粒子を含んでいる場合は、船
舶上の処理設備の制約により、エンジンの給油口での触媒微粒子の濃度が推奨値より高くなる例もあり
ます。 

 

バンカー燃料の引渡中および引渡直後 

バンカーの代表サンプルを業界ガイドラインに従って採取し、適切な独立系分

析機関の検査を受けるようにすること。その際、ISO 8217:2012の仕様の要件に

対して検査すること。 

· 燃料のバンカリング時に、燃料のサンプルを供給元、はしけ、タンカーの

それぞれから採取すること。 

· 燃料分析レポートをなるべく早く（ただし、遅くとも燃料を使用する前ま

でに）入手できるように、引渡港から分析機関へのサンプルの提出を迅速

に行うこと。 

 
注：サンプルの分析結果を入手する前にバンカー燃料を使用しなければならない例外的な状況が発生し
た場合は、技術監督者に連絡し許可を求めてください。 

 

バンカー燃料の使用中 

バンカー燃料購入後の定期検査 

· 4 か月から最大 6 か月の間隔を空けて燃料系統全体からサンプルを採取し、

適切な燃料系統点検を実施することが推奨される。ただし、給油された燃

料のアルミニウム＋ケイ素の値が 40ppmを超える場合には、すぐに燃料系

統点検用サンプルを採取すること。 

· 続いて、清浄機の前後とエンジンの前からサンプルを採取し、適切な検査

を実施することが推奨される。サンプルは正式認可を受けた分析機関に提

出すること。 

 

清浄機 

· 効率的に清浄が行われるように、可能な場合は、2機の清浄機を並行稼動

させて、処理する燃料の量を抑えること、また、重油燃料の給油口の温度

を最適温度の 98°Cに保つようにすること。 

· 従来型の清浄機設備の場合は、実際の燃料と燃料分析結果に応じて、最適

な比重板を清浄機に取り付けるようにすること。 

· 清浄機の処理能力は、沈殿槽への燃料の再循環が行えるように、1日当た

りの燃料消費量プラス 10%の量を十分処理できるものであること。燃料の

専門機関による清浄機の効率性検査を定期的に受けること。 

· システム効率を高めるため、メーカーのサービス技術者による清浄機の定

期点検を受けること。燃料系フィルターは、（異常アラームの作動時だけ

ではなく）定期的に点検・清掃すること。ただし、「汚れた」燃料を給油

したことがある場合は、タンク清掃の間隔を短縮することを検討すること。

また、タンクは、沈殿物や触媒微粒子が底に蓄積しないように傾斜底にす

ること。 

 

燃料の貯蔵槽、沈殿槽およびサービスタンク 

· 新しいバンカー燃料はなるべく空のタンクに入れ、他の燃料と混ざらない

ようにすること。混合させる必要がある場合は、適切な適合性試験を実施

すること。 

· 燃料の貯蔵槽、沈殿槽およびサービスタンクは頻繁に（毎日）排水と沈殿

物の排出を行うこと。好天時は、重油燃料中の重質成分（触媒微粒子など）

がタンクの底に沈殿し、荒天時は、こうした研磨粒子がかき混ぜられて、

許容値を超える濃度で清浄機に送り込まれます。点検を怠ると、処理シス

テムの効率を阻害し、大量の触媒微粒子がエンジン給油口に侵入すること

になります。



 

 

本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を

払っていますが、Gard は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いませ

ん。なお、本記事は原文「No. 01-14: Prevention of engine damage due to catalytic fines」の参考上の和訳であり（訳者：ガードジャ

パン株式会社）、提供される情報の内容については常に原文に拠ります。 
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お問い合わせ先 

 

Vice President, Loss Prevention 

Terje R. Paulsen  

 terje.paulsen@gard.no  

 

Senior Loss Prevention Executive 
Marius Schønberg  

 marius.schonberg@gard.no 

 

Loss Prevention Executive  
Kristin Urdahl  

 kristin.urdahl@gard.no 

· 自動燃料逆流フィルターから排出された燃料油は、燃料処理システムに再

投入されないようにすること。 

· 乾ドックの際には、沈殿槽とサービスタンクを清掃して、燃料貯蔵槽の底

に長年蓄積した触媒微粒子と沈殿物を処理すること。 

  

設備保守 

· 燃料ヒーターは、定期的に開放・清掃を行って、清浄に最適な温度（98°C）

まで加熱できるようにしておくこと。 

· 清浄機は、メーカー推奨の保守間隔（粗悪油の疑いのある場合は間隔を短

縮して）、開放・清掃を行うこと。 

 

トレーニング 

· 会社規定の燃料の取扱手順と管理計画を船舶に提供すること。 

· 運航者は、担当者が上記の設備すべてを十分かつ単独で的確に操作・保守

できるように十分な訓練を行うこと。その際、有資格者を採用することの

ほか、必要に応じて、継続的なトレーニングや知識の習得機会の提供を検

討すること。 

· 勧告の中で取り上げられている課題・問題点を担当者に周知すること。 

 

記録管理 

船員および運航者は、バンカー燃料の管理記録を保管すること（保守記録、機

器の不具合や手順ミスの報告書も含める）。 

 

問題が発見された場合 

エンジン損傷の原因が触媒微粒子にあると考えられる場合は、専門家に触媒微

粒子の有無の確認を依頼してください。触媒微粒子の有無は、エンジンメーカ

ーの技術者が、損傷したシリンダーライナーとピストンリングをレプリカ法で

検査する以外に確認する方法はありません。 

 

触媒微粒子の存在が確認されたら、それを燃料から除去するため、以下のよう

な作業を直ちに実行しなければなりません。 

· 対象となるすべての燃料タンクの清掃（燃料系統部品を含む） 

· 損傷したすべてのエンジン部品の交換または修理加工 

· 燃料が規格外である場合は、影響を受けた燃料油を船舶から除去すること 

 

このような対処を行うことで、触媒微粒子を原因とするエンジン損傷の深刻化

を防ぎ、運航遅延や、不必要な追加費用、保険クレームの発生を抑えることが

できます。 

 

改善のための方策 

運航者は、燃料の取扱手順の自己点検を実施するようにしてください。燃料関

連の問題を早期に発見できるようにするため、エンジンシリンダーの組立部品

の検査回数を増やし、定期保守の内容をさらに高めることも検討してください。

設備の不良以外にも、作業方法や、不適切な作業が触媒微粒子を十分に抑えら

れない原因になっている可能性があります。そして、その遠因は、船上におけ

る燃料処理業務に対する理解不足や、その姿勢にあるかもしれません。 

 

 

http://www.gard.no/ikbViewer/page/updates/content?p_document_id=20738994

